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FOXSI（Focusing Optics X-ray Solar Imager）は、Wolter-I 型X線光学系と焦点面検出器を組み合わせることで、太陽か
らの軟X線・硬X線放射の直接集光撮像分光を目指す日米共同の観測ロケット実験である。これまでの3回の打ち上げで
は静穏太陽、活動領域、マイクロフレアを観測対象としていたのに対し、4 回目の打ち上げFOXSI-4は、NASA による初
のFlare Campaignとして実施され、ロケットを即時打ち上げ可能な状態で待機させ、太陽フレアの発生に合わせて打ち
上げることで、フレアの集光撮像分光観測の実現を目指してきた。そして遂に2024年4月17日、アラスカ州ポーカーフ
ラットより打ち上げに成功し、活動領域に加え、世界初となるM1クラスの中規模フレアの集光撮像分光観測に成功し
た。

　さらに、現在の太陽活動極大期を活かしたFOXSI-4の再フライトミッションとして、5回目の打ち上げFOXSI-5が、
NASAに再び最高評価で採択された。基本的な構成はFOXSI-4と同じであるが、FOXSI-4のフライトおよび回収後に得ら
れた知見を反映して、一部のコンポーネントやソフトウェアの交換・更新を進めてきた。2026年3月には米国ニューメ
キシコ州ホワイトサンズにおいて組み込み試験を実施し、2026年5月14日、アラスカ州ポーカーフラットより再び打ち
上げに成功した。2週間の打ち上げウィンドウ中に目標としていた中・大規模のフレアは発生しなかったものの、システ
ムは想定通り動作し、FOXSI-5はCクラスフレアを起こした3つの活動領域を観測し、その減衰期におけるX線放射を捉え
ることに成功した。以上の成果は、FOXSI-4に続き、将来のフルサイズ衛星ミッションに向けた太陽X線集光撮像分光観
測技術の有効性を改めて示したものである。

　本講演では、FOXSI-5の打ち上げ準備、地上試験の概要、および打ち上げ後に得られた初期観測結果について報告す
る。
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